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1. はじめに 
青山学院大学大学院国際マネジメント研究科には，対

象の異なる 2つの MBA コースがある。平日昼間に開講さ

れるフルタイムコースと社会人を対象とした平日夜間及

び土曜日に開講されるフレックスタイムコースである。 

フルタイムコースでは，近年在籍する留学生の割合が

増加し，母国語が日本語ではない学生を対象とした学習

支援の環境整備が必要となっている。一方，フレックスタ

イムコースの社会人学生は，残業などの仕事の都合上，授

業に参加することが困難な場合が多くある。 

そこで，各学生の自由な時間に授業内容を学習する機

会を提供することを目的として，2018 年度から自動授業

収録配信システムを導入した。(1) 

本報告では，授業収録・オンデマンド配信の実践につい

て，その利用状況や教育効果というよりは主に運用体制

及びその検討過程に焦点を当て，2017 年度における試験

運用の体制，システム導入検討時における実務的な課題，

及び2018年度における本格運用の体制を概説する。(2) 
 

2. 試験運用 
2.1 対象科目 
本格運用時には必修科目全 9科目合計 540授業の収録

配信を実施するため，試験運用ではさしあたり必修科目 5

科目（前期 2科目，後期 3科目）で収録配信を行った。 

 

2.2 スタッフによる収録・編集・配信 
前期には，本校情報メディアセンターの「授業収録・動

画配信サービス」を利用した。これは，授業毎にセンター

の学生収録スタッフが教室後方にカメラを設置して収録

し，授業から 5 営業日後に編集された授業の映像が配信

されるというサービスである。この映像は，LMSを通じて

視聴することができる。 

後期からは研究科の管理において収録・編集・配信を実

施する予定にしていたが，授業開始までに学生スタッフ

の採用ができなかったため引き続きセンターのサービス

を利用した。 

 

2.3 対象科目拡大への期待 
授業実施後には，履修生を対象として「映像教材利用に

関するアンケート」を実施した。 

「他の授業で映像教材を配信した場合，利用したいと

思いますか」という設問（n=112）では，「そう思う」，「ど

ちらかといえばそう思う」と答えた学生は，フルタイムコ

ースで92.0%，フレックスタイムコースで96.8%であった。 

両コースの学生ともに授業配信を好意的に受け止め，

他の授業での利用について期待していることがわかった。 

 

3. 本格運用 
3.1 本格運用体制の検討（１）スタッフによる収録・

編集・配信における2つの検討課題 
本格運用の体制については，当初，センターと同様のス

タッフによる収録配信体制を想定し，研究科で採用した

学生スタッフが収録〜配信までの業務を担当する体制を

検討した。(3)しかし，学生スタッフの採用という点からこ

の体制では安定的な運用が見込めないと判断し，業務委

託スタッフを組み込んだ体制を検討した。（図 1【検討課

題1及び 2】参照）しかし，この体制は高コストであるこ

とが明らかになったため，スタッフによる収録配信体制

ではない体制を検討することになった。 

 

3.2 本格運用体制の検討（２）自動収録配信システ

ムの導入における 4つの検討課題 
自動収録システムの導入では様々な問題や検討課題が

生じたが，ここでは 4つの検討課題について概説する。 

 

 
図1 本格運用体制の検討過程 

 

1点目は，教室利用に関わることであり，教室の配置と

既存設備の利用についてである。（図 1【検討課題3】を参

照）必修科目の教室が年度毎に変更になる可能性があり，

その対策として可搬型の収録機材を検討する必要が生じ

た。盗難防止やアングルの固定の必要性という点からカ

メラのみ天井に固定し，他の収録機材は防犯対策を施し

た可搬型のキャビネットに収容した。 

このカメラは教室前方の映像（左から，ホワイトボード，

教員，スクリーン）を収録している。一方で，収録内容は

教室前方の映像，教員の音声，プロジェクタからの投影画

像としていた。音声及び投影画像は教室既存の AVシステ

ムによって制御されているため，収録システム用に AVシ

ステムからそれぞれを分配することになった。 

2点目は，動画配信サーバーの管理についてである。（図

1【検討課題 4】を参照）当初は試験運用時に利用したセ

＜試験運用時の体制＞
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2018 PC Conference

-328-



ンター管理の動画配信サーバーの利用を検討していた。

しかし，9科目540授業を配信するには容量が不十分であ

ること，また自動収録配信システムにはサーバーの管理

者権限が必要になることから，研究科が管理する動画配

信サーバーを導入することになった。 

3点目は，ガイドラインについてである。（図1【検討課

題5】を参照）試験運用時には，ディスカッション形式の

授業において発言を収録された学生から削除希望が出る

ということがあった。今後も同様の希望が出る可能性が

あるため，こうしたプライバシー保護に関する事項だけ

でなく，著作権に関する事項も含めた授業収録配信につ

いての包括的なガイドラインを作成することにした。(4) 

現行のガイドラインでは，例えば，学生のプライバシー

保護のため，収録対象は教員の音声，教室前方の映像，及

びプロジェクタ投影画像のみとしている。また，意図せず

発言が収録されたり写りこんだりした場合には，異議申

し立ての機会があり，編集でカットできることを明示し

ている。 

4点目は，契約書の締結についてである。収録〜編集に

関わる業務を整理する中で一部業務を委託することにな

った。全体の業務から見れば一部分ではあるが，授業の映

像収録〜配信の過程に関わるため，この業務の担当業者

とは秘密保持条項等を含む業務委託契約を締結した。 

それぞれの問題を検討するにあたって，学内のIT部門，

教室配置や設備に関わる部門，及び法律を扱う部門との

調整が必要となった。本格運用体制の整備においてはこ

のような作業も非常に重要な要素となった。 

 

 
図2 収録から配信までの流れ 

 

上記のような検討過程を経て，現在は図 2 のような流

れで授業の収録配信が行われている。事前に設定された

時刻に収録が開始され，収録終了後10分程度で動画配信

サーバーへのアップロードが終了し配信が開始される。

学生は，事前に配布された視聴用 ID と PW を利用して

アクセスすることで視聴することができる。 

また，収録〜配信までの状況を定期的にモニターする

担当者を設置しており，不具合が発生した場合にはこの

担当者と業者との連携により対応している。 

 

3.3 運用実績 
4月〜5月にかけては各コースで約 80の授業があり，

アクセス数は 6月 6日現在でフルタイムコースは 60，フ

レックスタイムコースは 228となっている。 

図3は，この期間における視聴済み時間の割合（1コマ

90分授業のため，100％であれば 90分すべて視聴したこ

とになる）の件数をコース別に表したグラフである。各コ

ースともに 0-10%が最も多く，試しに視聴した学生が多く

いたこと，また，フレックスタイムコースでは 70%以上が

90件近くあり一定数の利用があったことがわかる。 

 

 
図3 試聴済み時間の割合の件数 

 

4. 今後の課題 
本報告では，授業収録・オンデマンド配信の実践につい

て，運用体制とその検討過程に焦点を当て，試験運用の体

制，移行期における実務的な課題，及び本格運用の体制に

ついて概説した。 

今後の課題は主に 2つある。1点目は，現行体制の点検

である。現状では大きな問題は生じていないが，今年度の

運用状況，科目担当教員からのヒアリング，及び学生アン

ケートを通じて，収録〜配信までの各過程それぞれにお

いて問題がないか検討する予定である。 

2点目は，動画配信サーバーの容量の問題であり，これ

はアーカイブ化の問題とも関連している。サーバーの容

量には限りがあるため，収録した授業動画ファイルの保

存方法や視聴の仕組み，及びそのルール作りを今後進め

ていく必要がある。 
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